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9月 6日
9/6（金）～11/6（水） 江東区 江東ワイドスクエア オジさんぽ

9/6（金）～11/6（水） 練馬区 ねりまほっとライン ねりまの“農”を支える！
～都市農業の生産者～　前編

9月13日
9/13（金）～11/13（水） 荒川区 「こんにちは荒川区」 南千住ぶらり下町音楽祭

9/13（金）～11/13（水） 足立区 千住特集（仮） 「穴場なまち」として有名な千住。今回は、そん
な千住の穴場スポットを紹介します。

9月20日
9/20（金）～11/20（水） 大田区 シティーニュースおおた 空き家の活用

9/20（金）～11/20（水） 新宿区 萩原彦太郎社中 里神楽 新宿区内を拠点に5代にわたって里神楽を伝えて
きた由緒ある社中の思いを伝えます。

9月27日

9/27（金）～11/27（水） 台東区 江戸たいとう伝統工芸館
リニューアルオープン！

江戸下町伝統工芸館は、3月に「江戸たいとう伝
統工芸館」としてリニューアルオープンしまし
た。番組では新しくなった伝統工芸館の魅力に
迫ります！

9/27（金）～11/27（水） 中央区 こんにちは　中央区です
静岡県伊東市にある保養施設「中央区立伊豆高
原荘」の施設や食事、大浴場の魅力の他、周辺
の観光スポットも紹介します。

TOKYO MX
番組配信サービス
「エムキャス」
23区広報番組

毎週金曜日配信予定

TOKYO MX1

毎週土曜日 11：00～11：55
週末ハッピーライフ！お江戸に恋して

9月放送予定表

	 巻頭特集記事

 二三男くんの未来日記

03	 第20回〈港区〉
	 総合支所を中心に全国と連携し、
	 日本を元気に
	 自治体同士の共存・共栄を目指して

	 ●特別区長会事務局

09	 平成30年度	特別区長会の決算概要
	 令和元年7月区長会の主な案件等
14	 	損害保険ジャパン日本興亜株式会社と包括連携協

定を締結

	 ●特別区議会議長会事務局

09	 平成30年度	特別区議会議長会の決算概要
	 令和元年7月議長会の主な案件等
11	 特別区議会議長会新役員の選任

	 ●特別区人事・厚生事務組合

07	 令和元年度	管理職選考申込状況
08	 	平成30年度	特別区非常勤職員の公務災害・通勤災

害について
10	 平成30年度	特別区人事・厚生事務組合の決算概要
16	 10月の研修メニューを紹介します
20	 「破産法」対「生活保護法」再び（訴訟事件事例紹介347）

	 ●公益財団法人特別区協議会

12	 平成30年度	公益財団法人特別区協議会の決算概要
14	 「大田区立勝海舟記念館オープン記念展示」を開催します
15	 23区と地方自治の専門図書館
	 　特別区自治情報・交流センター
	 　所蔵資料ご紹介～古地図編～
17	 首都大学東京オープンユニバーシティ
	 　飯田橋キャンパスより9月開講講座のご案内です！！

	 ●東京二十三区清掃一部事務組合

09	 	令和元年第2回東京二十三区清掃一部事務組合議会
臨時会の結果

18	 	平成30年度	東京二十三区清掃一部事務組合の決算
概要

19	 平成30年度	東京二十三区清掃協議会の決算概要
	 平成30年度	東京23区のごみ収集量について

	 ●特別区競馬組合

21	 平成30年度	特別区競馬組合の決算概要
22	 TCK	INFORMATION

歴
史
の
遺
産
が
残
る

東
京
都
心

　「
確
か
こ
こ
は
海
だ
っ
た
よ
な
ぁ
」

　
二
三
男
く
ん
は
お
台
場
に
来
て
い
ま

す
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や
臨
海
副
都

心
な
ど
、
二
三
男
く
ん
が
生
ま
れ
た
時
代

に
は
想
像
も
で
き
な
い
未
来
都
市
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
見
覚
え
の

あ
る
第
三
台
場
が
見
え
ま
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
品
川
沖
に
、
人
工
島
を
石

垣
で
補
強
し
た
台
場
（
砲
台
）
を
７
基
建

設
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
現
在
残
っ
て
い

る
の
は
第
三
台
場
と
第
六
台
場
の
み
で

す
。
こ
の
う
ち
第
三
台
場
は
台
場
公
園
と

し
て
整
備
・
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
陸
続
き
で
は
な
く
、
船
で

渡
っ
て
い
ま
し
た
。
台
場
公
園
に
は

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
か
ら
、
夏
期
１

カ
月
間
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
開
設
さ
れ
、
多

く
の
区
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
お
台
場
一
帯
が
発
展
し
、
国
内

外
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
表
紙
写
真
の
「
お
台
場
プ
ラ
ー
ジ
ュ
」

で
は
、
お
台
場
つ
な
が
り
で
鳥
取
県
北
栄

町
の
連
携
自
治
体
ブ
ー
ス
を
出
す
な
ど
の

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　「
今
度
は
、
港
区
が
ど
ん
な
ま
ち
を
目

指
し
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
さ
っ
そ
く
港
区
役
所
へ

向
か
い
ま
し
た
。

自
治
体
間
相
互
の
共
存
・

共
栄

　
二
三
男
く
ん
は
、
港
区
役
所
の
区
政
資

料
室
で
『
港
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
』
を
借
り
て
、
読
み
始
め
ま

し
た
。

　
第
１
部
の
総
論
で
は
、
地
方
創
生
に
対

す
る
港
区
の
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
港
区
の
人
口
は
増
加
傾
向

に
あ
る
等
、
東
京
の
一
極
集
中
是
正
と
い

う
国
の
考
え
と
は
一
致
し
な
い
部
分
も
あ

る
と
し
な
が
ら
も
、
国
が
目
指
す
べ
き
将

来
の
方
向
性
と
し
て
掲
げ
て
い
る
〝
将
来

に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」
を

維
持
す
る
〟
と
い
う
点
で
は
、港
区
も
「
地

方
」
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
港
区
が
深
め
て
き
た
全
国

各
地
の
様
々
な
自
治
体
と
の
交
流
を
さ
ら

に
深
め
る
こ
と
で
、
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
弱
み
を
補
完
す
る
自
治
体
間
相
互
の

共
存
・
共
栄
を
目
指
す
こ
と
を
港
区
が
考

え
る
地
方
創
生
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

急
減
・
急
増
を
繰
り
返
し
た

人
口

　
第
２
部
は
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
す
。

　
港
区
の
総
人
口
は
、
お
よ
そ
１
０
０
年

前
の
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
か
ら
の
人

口
の
推
移
を
見
る
と
、
１
９
４
０
（
昭
和

15
）
年
ま
で
は
人
口
が
30
万
人
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
は
、
１
９
３
５
（
昭

和
10
）
年
の
33
万
７
３
３
３
人
で
す
。

　
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
は
戦
災
の

影
響
で
人
口
が
16
万
４
９
６
６
人
ま
で
急

減
し
ま
し
た
が
、
戦
後
復
興
の
過
程
で
人

口
は
Ｖ
字
回
復
。
し
か
し
、１
９
６
１（
昭

和
36
）
年
以
降
は
長
期
的
な
減
少
傾
向
が

続
き
、
昭
和
60
年
代
に
入
る
と
地
価
の
高

騰
等
を
背
景
に
減
少
幅
が
増
し
ま
し
た
。

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
の
人
口
は
15
万

人
を
下
回
り
、
最
少
の
14
万
９
７
１
６
人

自
治
体
同
士
の
共
存
・
共
栄
を
目
指
し
て

総
合
支
所
を
中
心
に
全
国
と
連
携
し
、
日
本
を
元
気
に

この連載では、70年前からタイムスリップしてきた
二
ふ み お

三男くんが、23区の「人口ビジョン」や「地方版
総合戦略」等を通じて23区の将来の展望を探ります。

 区長にききたい東京ハッピーライフ
放送日 ゲスト区長

9月 7日（土） 文京区 成澤　廣修 区長

9月14日（土） 大田区 松原　忠義 区長

9月21日（土） 中央区 山本　泰人 区長

9月28日（土） 練馬区 前川　燿男 区長

お詫びと訂正
　７月号の表紙において、西暦の表記に誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
　（誤）蒲田駅西口の夜景＝１９５８（昭和28）年　　（正）蒲田駅西口の夜景＝１９５３（昭和28）年
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と
な
り
ま
し
た
。

　
港
区
が
区
民
住
宅
の
整
備
、
民
間
の
住

宅
供
給
の
支
援
・
誘
導
等
と
い
っ
た
政
策

を
積
極
的
に
展
開
し
た
結
果
、
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
を
境
に
人
口
は
再
び
回
復

し
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
人
口
は

24
万
５
８
５
人
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

　
自
然
増
減
と
社
会
増
減
の
関
係
を
見
る

と
、
港
区
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に

は
〝
自
然
増
〟
で
し
た
が
、〝
社
会
減
〟

が
大
き
く
、人
口
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
に
入
る
と
、〝
自
然
増
〟
が
〝
自
然
減
〟

に
転
じ
、
人
口
減
少
が
続
き
ま
し
た
。
近

年
の
状
況
は
、
２
０
０
６
～
２
０
０
７
年

の
よ
う
な
大
幅
な
〝
社
会
増
〟
の
状
況
は

落
ち
着
き
、
逆
に
〝
自
然
増
〟
が
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
総
人
口
の
将
来
推
計
で
は
、
港
区
の
総

人
口
は
２
０
３
６
年
ま
で
増
加
し
続
け
、

30
万
４
１
６
６
人
に
達
す
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
入
り
、
推
計
最
終
年
の
２
０
６
０
年
に

は
29
万
２
６
３
９
人
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

４
つ
の
基
本
目
標

　
第
３
部
は
「
港
区
総
合
戦
略
」
で
す
。

こ
こ
で
は
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
１ 

港
区
と
全
国
各
地
の

自
治
体
が
と
も
に
成
長
・
発
展
し
、
共
存
・

共
栄
を
図
る
」
で
は
、
全
国
各
地
の
自
治

体
と
区
が
様
々
な
分
野
に
お
い
て
積
極
的

に
手
を
携
え
る
こ
と
で
、
区
民
の
暮
ら
し

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、
日
本
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
２ 

産
業
・
文
化
を
活
性
化

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
で
は
、

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

観
光
政
策
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界
に
誇
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
３ 

若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
で
は
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
切
れ
目
な
い

支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
若

い
世
代
が
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
４ 

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
り
、
支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る
」
で

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
医
療
・
介

護
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
区
民
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
、
誰

も
が
安
全
に
安
心
し
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
こ
の
中
で
も
基
本
目

標
１
で
掲
げ
た
全
国
の
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

北
海
道
宗
谷
地
域
と
の
交
流

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
10
月
31
日
に

港
区
と
北
海
道
豊
富
町
が
、「
間
伐
材
を

始
め
と
し
た
国
産
材
の
活
用
促
進
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
、
そ
の
後
、
特
別
区
長

会
が
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
に
北

海
道
町
村
会
と
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
に
発
展

し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ベ
ツ
100
マ
イ
ル
レ
ー
ス
の
運
営
に
携
わ
る

宗
谷
版
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
参
加
者

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
宗
谷
版

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
で
す
。
港
区
と

連
携
し
て
い
る
宗
谷
の
町
や
村
で
区
民
等

が
１
週
間
程
度
、
地
域
の
仕
事
を
手
伝
い

な
が
ら
滞
在
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
や
学
び
、
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
で
す
。

　
宗
谷
地
域
は
、漁
業
や
酪
農
が
盛
ん
で
、

近
年
は
風
の
強
い
気
候
を
生
か
し
て
風
力

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
地
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
や
遠

隔
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
が
地

域
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
宗
谷
地
域
の
中
で
も
酪
農
が
盛

ん
な
豊
富
町
と
、
花
の
浮
島
と
し
て
有
名

な
礼
文
町
で
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
地
場
産

品
の
加
工
所
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　
区
民
等
に
よ
る
豊
富
町
へ
の
訪
問
は
、

７
月
後
半
に
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
半
は
手
作
り
の
乳
製
品
の
加
工

や
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
で
の
接
客
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
現

地
で
開
催
さ
れ
た
「
サ
ロ
ベ
ツ
１
０
０
マ

イ
ル
レ
ー
ス
」（
自
転
車
レ
ー
ス
）
の
運

営
に
携
わ
り
、
夜
は
地
元
の
人
と
の
交
流

会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
礼
文
町
へ
の
訪
問
は
８
月
前
半
の
４
日

間
で
す
。
同
町
で
開
催
さ
れ
る
ふ
る
さ
と

祭
り
の
運
営
や
、
昆
布
干
し
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。

　
豊
冨
町
や
礼
文
町
の
要
望
を
踏
ま
え
、

対
象
は
、
18
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
い
世

代
と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
積
極

的
に
情
報
発
信
を
す
る
な
ど
宗
谷
の
体
験

を
広
く
周
知
し
ま
す
。
交
通
費
や
滞
在
費

の
一
部
と
し
て
１
人
６
万
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

芝
浦
地
域
で
全
国
連
携

マ
ル
シ
ェ

　
人
口
が
増
加
し
て
い
る
芝
浦
地
域
で

は
、昨
年
７
月
か
ら「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ

ｉ
ｎ
芝
浦
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
港
区
政
策
創
造
研
究
所
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
芝
浦
地
域
で
生
鮮
食
品
を
取
り
扱

う
小
売
店
の
不
足
と
い
う
課
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ

ｉ
ｎ
芝
浦
」
は
こ
う
し
た
課
題
を
「
全
国

各
地
域
と
の
連
携
の
力
」
を
活
用
し
、
解

決
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ
ｉ
ｎ
芝
浦
」
に

は
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
計
17
の
自
治
体

等
が
参
加
。
芝
浦
地
域
の
住
民
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
産
品
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
、「
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
ま
た
買
い
た
い
。」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
自

治
体
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

５
つ
の
総
合
支
所
に
よ
る

全
国
連
携

　
そ
し
て
、
港
区
の
全
国
連
携
の
取
り
組

み
の
特
徴
と
言
え
る
の
が
、
5
つ
の
総
合

支
所
を
中
心
に
自
治
体
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
芝
地
区
で
は
、
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町

と
の
協
働
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
の
た
め
、
農
作
業
等
、
自
然
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に
関

す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
福
島
県

い
わ
き
市
へ
の
訪
問
に
よ
る
漁
業
体
験
を

新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
事
業
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
で
の
交

流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
麻
布
地
区
で
は
、
同
地
区
と
交
流
の
あ

る
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
の
協
力
で
、

伝
統
芸
能
で
あ
る
「
小
鹿
野
の
歌
舞
伎
芝

居
」
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
１
月
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
山
形

県
最
上
郡
舟
形
町
と
は
、毎
年
８
月
に「
麻

布
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
舟
形
」
を

実
施
し
、
麻
布
地
区
の
小
・
中
学
生
が
舟

形
町
の
豊
か
な
自
然
を
体
験
す
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に
は
、
町
長

自
ら
麻
布
地
区
総
合
支
所
を
訪
れ
舟
形
町

か
ら
出
土
し
た
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
の

レ
プ
リ
カ
像
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
の
特
産
物
が
手
に
入
る
全
国
連
携

マ
ル
シ
ェ
in
芝
浦
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と
な
り
ま
し
た
。

　
港
区
が
区
民
住
宅
の
整
備
、
民
間
の
住

宅
供
給
の
支
援
・
誘
導
等
と
い
っ
た
政
策

を
積
極
的
に
展
開
し
た
結
果
、
１
９
９
６

（
平
成
８
）
年
を
境
に
人
口
は
再
び
回
復

し
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
人
口
は

24
万
５
８
５
人
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。

　
自
然
増
減
と
社
会
増
減
の
関
係
を
見
る

と
、
港
区
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
に

は
〝
自
然
増
〟
で
し
た
が
、〝
社
会
減
〟

が
大
き
く
、人
口
が
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
に
入
る
と
、〝
自
然
増
〟
が
〝
自
然
減
〟

に
転
じ
、
人
口
減
少
が
続
き
ま
し
た
。
近

年
の
状
況
は
、
２
０
０
６
～
２
０
０
７
年

の
よ
う
な
大
幅
な
〝
社
会
増
〟
の
状
況
は

落
ち
着
き
、
逆
に
〝
自
然
増
〟
が
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
総
人
口
の
将
来
推
計
で
は
、
港
区
の
総

人
口
は
２
０
３
６
年
ま
で
増
加
し
続
け
、

30
万
４
１
６
６
人
に
達
す
る
と
推
計
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
入
り
、
推
計
最
終
年
の
２
０
６
０
年
に

は
29
万
２
６
３
９
人
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

４
つ
の
基
本
目
標

　
第
３
部
は
「
港
区
総
合
戦
略
」
で
す
。

こ
こ
で
は
、
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
１ 

港
区
と
全
国
各
地
の

自
治
体
が
と
も
に
成
長
・
発
展
し
、
共
存
・

共
栄
を
図
る
」
で
は
、
全
国
各
地
の
自
治

体
と
区
が
様
々
な
分
野
に
お
い
て
積
極
的

に
手
を
携
え
る
こ
と
で
、
区
民
の
暮
ら
し

を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と
と
も

に
、
日
本
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
２ 

産
業
・
文
化
を
活
性
化

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
で
は
、

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

観
光
政
策
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

強
化
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
世
界
に
誇
れ

る
ま
ち
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
３ 

若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」
で
は
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
へ
の
切
れ
目
な
い

支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
若

い
世
代
が
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　「
基
本
目
標
４ 

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
守
り
、
支
え
合
う
地
域
を
つ
く
る
」
で

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
医
療
・
介

護
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
区
民
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し
、
誰

も
が
安
全
に
安
心
し
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、
こ
の
中
で
も
基
本
目

標
１
で
掲
げ
た
全
国
の
自
治
体
と
の
連
携

に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

北
海
道
宗
谷
地
域
と
の
交
流

　
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
10
月
31
日
に

港
区
と
北
海
道
豊
富
町
が
、「
間
伐
材
を

始
め
と
し
た
国
産
材
の
活
用
促
進
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
、
そ
の
後
、
特
別
区
長

会
が
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
に
北

海
道
町
村
会
と
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
に
発
展

し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ベ
ツ
100
マ
イ
ル
レ
ー
ス
の
運
営
に
携
わ
る

宗
谷
版
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
参
加
者

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
「
宗
谷
版

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」
で
す
。
港
区
と

連
携
し
て
い
る
宗
谷
の
町
や
村
で
区
民
等

が
１
週
間
程
度
、
地
域
の
仕
事
を
手
伝
い

な
が
ら
滞
在
し
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
交

流
や
学
び
、
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
で
す
。

　
宗
谷
地
域
は
、漁
業
や
酪
農
が
盛
ん
で
、

近
年
は
風
の
強
い
気
候
を
生
か
し
て
風
力

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
地
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
や
遠

隔
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
が
地

域
の
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
宗
谷
地
域
の
中
で
も
酪
農
が
盛

ん
な
豊
富
町
と
、
花
の
浮
島
と
し
て
有
名

な
礼
文
町
で
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
地
場
産

品
の
加
工
所
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　
区
民
等
に
よ
る
豊
富
町
へ
の
訪
問
は
、

７
月
後
半
に
７
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
前
半
は
手
作
り
の
乳
製
品
の
加
工

や
併
設
し
て
い
る
カ
フ
ェ
で
の
接
客
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
現

地
で
開
催
さ
れ
た
「
サ
ロ
ベ
ツ
１
０
０
マ

イ
ル
レ
ー
ス
」（
自
転
車
レ
ー
ス
）
の
運

営
に
携
わ
り
、
夜
は
地
元
の
人
と
の
交
流

会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
礼
文
町
へ
の
訪
問
は
８
月
前
半
の
４
日

間
で
す
。
同
町
で
開
催
さ
れ
る
ふ
る
さ
と

祭
り
の
運
営
や
、
昆
布
干
し
の
お
手
伝
い

を
し
ま
し
た
。

　
豊
冨
町
や
礼
文
町
の
要
望
を
踏
ま
え
、

対
象
は
、
18
歳
か
ら
29
歳
ま
で
の
若
い
世

代
と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
積
極

的
に
情
報
発
信
を
す
る
な
ど
宗
谷
の
体
験

を
広
く
周
知
し
ま
す
。
交
通
費
や
滞
在
費

の
一
部
と
し
て
１
人
６
万
円
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

芝
浦
地
域
で
全
国
連
携

マ
ル
シ
ェ

　
人
口
が
増
加
し
て
い
る
芝
浦
地
域
で

は
、昨
年
７
月
か
ら「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ

ｉ
ｎ
芝
浦
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
港
区
政
策
創
造
研
究
所
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
芝
浦
地
域
で
生
鮮
食
品
を
取
り
扱

う
小
売
店
の
不
足
と
い
う
課
題
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ

ｉ
ｎ
芝
浦
」
は
こ
う
し
た
課
題
を
「
全
国

各
地
域
と
の
連
携
の
力
」
を
活
用
し
、
解

決
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　「
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ
ｉ
ｎ
芝
浦
」
に

は
、
こ
れ
ま
で
全
国
か
ら
計
17
の
自
治
体

等
が
参
加
。
芝
浦
地
域
の
住
民
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
産
品
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
、「
と
て
も
お
い
し
か
っ
た

の
で
ま
た
買
い
た
い
。」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
自

治
体
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

５
つ
の
総
合
支
所
に
よ
る

全
国
連
携

　
そ
し
て
、
港
区
の
全
国
連
携
の
取
り
組

み
の
特
徴
と
言
え
る
の
が
、
5
つ
の
総
合

支
所
を
中
心
に
自
治
体
と
の
交
流
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　
芝
地
区
で
は
、
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町

と
の
協
働
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
育
ち
の
た
め
、
農
作
業
等
、
自
然
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に
関

す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
福
島
県

い
わ
き
市
へ
の
訪
問
に
よ
る
漁
業
体
験
を

新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
事
業
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
自
治
体
間
で
の
交

流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
麻
布
地
区
で
は
、
同
地
区
と
交
流
の
あ

る
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町
の
協
力
で
、

伝
統
芸
能
で
あ
る
「
小
鹿
野
の
歌
舞
伎
芝

居
」
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
今
年
１
月
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て
い
る
山
形

県
最
上
郡
舟
形
町
と
は
、毎
年
８
月
に「
麻

布
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
ｉ
ｎ
舟
形
」
を

実
施
し
、
麻
布
地
区
の
小
・
中
学
生
が
舟

形
町
の
豊
か
な
自
然
を
体
験
す
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に
は
、
町
長

自
ら
麻
布
地
区
総
合
支
所
を
訪
れ
舟
形
町

か
ら
出
土
し
た
国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
の

レ
プ
リ
カ
像
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
の
特
産
物
が
手
に
入
る
全
国
連
携

マ
ル
シ
ェ
in
芝
浦
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「
縄
文
の
女
神
」
は
麻
布
地
区
総
合
支
所

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
赤
坂
地
区
で
は
、
岐
阜
県
郡
上
市
と
の

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
つ
な

が
り
が
縁
で
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

度
に
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に
関
す

る
基
本
協
定
を
締
結
し
、
翌
年
度
か
ら
お

互
い
の
ま
ち
の
発
展
・
子
ど
も
の
健
全
育

成
を
目
的
と
し
た
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
赤
坂
・
青
山
地
域
の
小
学
生

が
郡
上
市
を
訪
れ
る
「
田
舎
の
夏
休
み
体

験
教
室
」
や
、
郡
上
市
の
中
学
生
が
区
内

の
企
業
で
体
験
学
習
す
る
交
流
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
坂
御
所
の
場
所
に
紀
州
藩
江

戸
屋
敷
が
あ
っ
た
縁
で
、
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
度
の
徳
川
吉
宗
将
軍
就
任

３
０
０
周
年
と
港
区
政
70
周
年
を
契
機

に
、
和
歌
山
市
の
中
学
生
と
赤
坂
の
中
学

生
と
の
交
流
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
高
輪
地
区
で
は
、
商
店
会
の
祭
り
に
10

年
以
上
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
山
形
県

庄
内
町
と
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
２
月

に
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流
に
関
す
る

基
本
協
定
を
締
結
。
さ
ら
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関
す
る
協
定
も
締

結
し
、
今
年
10
月
か
ら
実
際
に
高
輪
地
区

総
合
支
所
ほ
か
区
有
施
設
４
施
設
に
電
力

の
供
給
を
受
け
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
地

区
内
の
町
会
と
親
交
が
あ
り
、
東
日
本
大

震
災
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
茨
城
県
鉾

田
市
を
小
学
生
親
子
が
訪
問
し
、
災
害
対

策
と
復
興
に
つ
い
て
学
ぶ
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
港
区
は
、
区
内
で
唯
一
阿
波
踊

り
を
実
施
し
て
い
る
白
金
北
里
通
り
商
店

会
と
徳
島
県
阿
南
市
を
結
び
、
阿
南
市
の

Ｐ
Ｒ
に
加
え
て
、
港
区
が
阿
南
市
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
張
し
、
商
店
会
・
総
合
支
所
・

区
各
担
当
を
越
え
て
港
区
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
、
徐
々
に
関
係
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
芝
浦
港
南
地
区
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
の
「
都
市
と
田
舎
の
復
興
花
火
大
会
事

業
」
に
、
台
場
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
招

待
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
福

島
県
柳
津
町
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
例
年
、
夏
に
は
台
場
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
柳
津
町
を
訪
問
し
、
冬
は
台
場
地

域
に
柳
津
町
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
に
か
ほ
市
と
は
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
日
本
初
の
南

極
探
検
隊
が
芝
浦
の
地
（
現
埠
頭
公
園
）

を
出
航
し
て
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と

を
契
機
に
交
流
が
始
ま
り
、
夏
に
は
芝
浦

港
南
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
に
か
ほ
市
を

訪
れ
る
「
に
か
ほ
市 

夏
休
み
自
然
体
験

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
と
区
が
積
極
的

に
手
を
携
え
て

　
東
京
の
都
心
に
あ
る
港
区
が
全
国
の
自

治
体
と
連
携
を
進
め
る
の
は
、「
全
国
各

地
の
自
治
体
と
区
が
様
々
な
分
野
で
積
極

的
に
手
を
携
え
る
こ
と
で
、
区
民
の
暮
ら

し
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と
と

も
に
、
日
本
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
港
区
の
熱
い
思
い

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
北
海
道
宗
谷
地
域
は

東
京
か
ら
遠
く
て
、
お
互
い
交
流
す
る
こ

と
が
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
距

離
を
越
え
て
、
お
互
い
の
住
民
同
士
が
交

流
す
る
な
ど
、
顔
の
見
え
る
交
流
に
発
展

し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
そ
れ
と
、
総

合
支
所
を
中
心
と
し
た
全
国
連
携
は
、
総

合
支
所
中
心
に
区
政
運
営
を
行
う
港
区
な

ら
で
は
。
住
民
同
士
の
草
の
根
の
交
流
が

自
治
体
同
士
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
連
携
が
さ
ら
に
広
が
っ
て

い
け
ば
、
東
京
だ
け
で
な
く
日
本
全
体
が

元
気
に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
感
心

し
て
い
ま
し
た
。

　
す
っ
か
り
港
区
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
二
三
男
く
ん
。
全
国
の
新
鮮
な
特

産
品
を
食
べ
た
く
な
り
、「
全
国
連
携
マ

ル
シ
ェ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
芝
浦
地
域
へ

と
小
走
り
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
※
区
は
、
各
連
携
自
治
体
の
魅
力
を
よ
り

多
く
の
区
民
等
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
29
年
３
月
か
ら
、
広
報
み
な
と
の
紙
面
に

「
港
区
と
全
国
を
つ
な
ぐ
コ
ー
ナ
ー
」
と
い

う
連
携
コ
ラ
ム
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
に
24
自

治
体
を
紹
介
す
る
な
ど
、
港
区
と
連
携
自
治

体
に
よ
る
取
り
組
み
の
内
容
や
各
地
域
の
魅

力
溢
れ
る
情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

取材協力／港区

芝
地
区
が
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
と
の
協

働
で
実
施
し
て
い
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
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